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令和元年８月３日（土）、神奈川県内（座間市・相模原市）に所在するキャンプ座間にお
いて、在日米陸軍基地管理本部（司令官マテルスキー大佐）主催の日米親善盆踊り大会が開
催されました。

レセプション終了後、盆踊り会場では、太鼓の演奏に合わせ、米陸軍、自衛隊、各自治体
等関係者、一般来場者による盆踊りが行われ、その名のとおり日米の親善を深めるとともに、
約３，０００発の花火が打ち上げられ、盆踊り大会のフィナーレを飾りました。

当日は、午後１時から９時まで一般開放され、雑貨、菓子類、アメリカンフード等の販売
のほか、子供向け遊具やヘリコプターの展示もあり、近隣住民や市内外からの多くの来場者
で会場は終日賑わっていました。

キャンプ座間内盆踊り会場にて、太鼓の生演奏に合わせてやぐらの上で盆踊りを披露する参加者の皆さん
（U.S. Army Japan フェイスブックより引用）

晴天に恵まれ、日中から
賑わいを見せていたフード
ブース等の様子

レセプション会場にてルオン司令官と挨拶を交わす小波局長 ＵＨ-６０（通称ブラックホーク）の展示

また同日、在日米陸軍司令官（ルオン少将）主催の盆踊りレセプションがキャンプ座間内
のコミュニティクラブで行われ、小波南関東防衛局長が参加しました。小波局長は、浴衣姿
のルオン司令官に着任の挨拶を行うとともに、米陸軍、自衛隊、各自治体等の関係者と挨拶
を交わし親交を深めました。


